
令和 4年 6月号 

 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

 

皐
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

皆
様
こ
ん
に
ち
は 

本
日
は
皐
月
月
次
祭
に
参
拝
し

て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

四
月
二
十
三
・
二
十
四
日
は
綾

部
献
労
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 初

日
は
本
宮
山
入
口
に
置
い
て

あ
っ
た
枯
れ
木
の
整
理
と
本
宮
山

参
道
途
中
の
側
溝
清
掃
で
し
た
。 

二
日
目
は
金
龍
海
に
浮
か
ぶ
大
八

州
様
・
沓
島
冠
島
・
大
本
塩
釜
様

の
島
々
と
お
社
の
お
掃
除
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

大
道
場
修
行
を
終
え
た
方
達
が

最
終
報
告
に
金
龍
丸
に
乗
り
大
八

州
様
に
参
拝
す
る
の
が
正
規
で
す

が
、
小
鹿
さ
ん
の
船
頭
で
各
掃
除

用
具
を
運
び
込
み
金
龍
丸
に
乗
り

各
島
々
に
わ
た
り
お
社
の
お
掃
除

と
島
の
草
刈
を
さ
せ
て
頂
き
ま
た
。 

こ
の
二
日
間
は
暑
く
も
寒
く
も

な
く
、
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
て
本
当

に
ご
守
護
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

四
月
三
十
日
に
は
畠
山 

茂
さ

ん
の
御
父
様
が
九
十
一
歳
の
生
涯

を
全
う
さ
れ
、
五
月
一
日
は
招
魂

式
、
二
日
目
は
発
送
式
と
葬
儀
後

は
畠
山
さ
ん
の
祖
霊
社
に
合
祀
さ

れ
る
た
め
、
大
本
葬
で
し
め
や
か

に
執
り
行
い
を
い
た
し
ま
し
た
。 

五
月
の
聖
地
祭
典
で
は
新
緑
に

染
ま
っ
た
両
聖
地
と
も
五
月
晴
れ

に
恵
ま
れ
た
好
天
気
で
参
拝
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

み
ろ
く
大
祭
で
は
、
節
分
人
型

功
労
者
表
彰
が
あ
り
名
古
屋
分
苑

で
は
、
二
十
四
名
の
方
々
が
千
体

以
上
の
記
念
品
を
授
与
さ
れ
、
ま

た
四
名
の
方
に
は
特
別
表
彰
状
と

記
念
品
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

の
挨
拶
の
終
了
後
に
表
彰
式
を
行

わ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

先
月
十
七
日
の
名
古
屋
分
苑
大

祭
後
に
、
全
国
主
会
長
会
議
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
日
は
、
そ
の
中
で
二
点
に
つ
い

て
機
関
長
の
方
々
に
報
告
を
さ
せ

て
い
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
点
目
は
、
万
祥
殿
と
長
生
殿
の

畳
で
二
点
目
は
み
づ
ほ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

Ｎ
発
酵
堆
肥
の
注
文
で
す
。 

今
月
は
直
心
会
献
労
が
来
週
と

誠
心
会
研
修
会
の
予
定
が
再
来
週

に
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
日
中

は
暑
く
な
っ
た
り
寒
く
な
っ
た
り

で
、
ど
う
か
皆
様
方
に
は
健
康
に

留
意
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

五
月
七
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
七
名 

 
斎
主 

 
 

小
林 

清
人 

祭
員 

 
 

青
山 

将
士 

進
行 

 
 

天
野 

静
子 

●
海
津
市
松
植
樹
地 

献
労
作
業 

 

五
月
八
日
（
日
）
、
津
島
支
部

の
月
次
祭
終
了
後
に
植
樹
地
に
移

動
し
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
午
後
十
二

時
四
十
分
よ
り
休
憩
を
挟
み
二
時

間
、
草
引
き
献
労
作
業
を
行
い
ま

し
た
。 

皆
様
の
献
労
の
お
蔭
で
、
昨
年

の
二
月
に
植
樹
し
た
三
十
セ
ン
チ

の
松
は
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
成
長

し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
最
も
草
の
生
え
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
維
持

管
理
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

参
加
者
六
名
（
津
島
支
部
五
名
、

弥
富
支
部
一
名
） 

瓜
生 

秀
明 

報
告 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 

 

た
い
ひ 

 

草引き後 



令和 4年 6月号 

 
●
月
次
祭 

五
月
十
五
日
（
日
） 

参
拝
者 
三
十
九
名 

斎
主 

 
 

瓜
生 

秀
明 

祭
員 

 
 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 
 

森 
 

満
政 

祭
員 

 
 

日
比 

達
朗 

裏
方 

 
 

青
山 

将
士 

典
礼 

 
 

小
林 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

岡
田 

幸
子 

伶
人 

 
 

佐
古 

美
鈴 

進
行 

 
 

井
藤 

良
則 

 

                            

                             

編
集
部
か
ら
の
お
願
い 

分
苑
た
よ
り
の
原
稿
を
広
く
公

募
し
て
い
ま
す
。
ご
神
徳
談
、

日
々
の
出
来
事

な
ど
、
ど
し
ど

し
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。 

 

よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

行
事
予
定 

六
月
十
九
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

六
月
二
十
五
日
（
土
） 

二
十
六
日
（
日
） 

 

東
海
教
区
合
同 

特
任
宣
伝
使
研
修
会 

七
月
二
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

 

忍
び
草 

み
な
と
会
合
所 

畠
山 

武
夫 

毘
古 

享
年 

九
十
一
歳 

令
和
四
年 

四
月
三
十
日 

帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

言
葉
の
力 

そ
の
⑤ 

 
 
 
 
 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

 

こ
の
国
で
は
沢
山
の
言
語
（
日
本
語
の
内
で
）
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

古
く
は
大
和
言
葉
・
方
言
、
新
し
く
は
ギ
ャ
ル
語
・
和
製
英
語
・
業
界
用

語 

等
々
、
日
本
語
で
あ
り
な
が
ら
年
寄
り
に
は
つ
い
て
い
け
な
い
の
が
現

状
で
す
。 

政
治
家
は
や
た
ら
と
英
語
を
発
し
理
解
で
き
な
い
の
は
そ
っ
ち
の
せ
い
だ

と
言
わ
ん
ば
か
り
で
す
、
若
者
は
「
ヤ
バ
イ
！
」
を
連
発
し
て
い
ま
す
、
何

が
危
険
な
の
か
と
思
い
き
や
、
チ
ョ
ー
旨
い
と
か
チ
ョ
ー
可
愛
い
と
云
う
意

味
合
い
み
た
い
で
す
。 

奥
行
き
の
深
い
日
本
語
は
何
処
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
近
代
便
利
グ
ッ
ズ
（
道
具
）
の
使
用
説
明
は
横
文

字
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
、
タ
ッ
チ
だ
の
ク
リ
ッ
ク
だ
の
ス
ク
ロ
ー
ル
だ
の
、

頭
が
パ
ニ
ク
リ
（
混
乱
）
そ
う
で
す
。 

ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
日
帰
り
で
山
形
県
の
米
沢
に
出
張

し
た
時
、
駅
か
ら
現
場
へ
向
か
う
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
は
、
話
好
き
で

東
北
な
ま
り
が
濃
厚
な
人
で
し
た
。 

タ
ク
シ
ー
の
中
で
は
方
言
が
飛
び
交
い
、
訳
も
分
か
ら
ず
あ
い
づ
ち
を
打

つ
と
、
輪
を
か
け
た
よ
う
に
話
し
か
け
て
き
ま
す
、
到
着
す
る
ま
で
の
三
十

分
で
今
回
の
仕
事
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
半
分
費
や
し
ま
し
た
。 

仕
事
が
大
幅
に
遅
れ
帰
り
の
列
車
に
間
に
合
わ
な
く
な
り
か
け
た
時
、
そ

の
会
社
の
人
が
駅
ま
で
送
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
『
も
っ
け
だ
の

う 

じ
ょ
さ
ね
ー
さ
け 

あ
べ
ー
』「
遅
く
ま
で
申
し
訳
な
か
っ
た
ね
、
気
に

し
な
く
て
い
い
か
ら
か
ら
行
き
ま
し
ょ
う
」
方
言
は
伝
わ
り
に
く
い
中
に

も
、
そ
の
土
地
の
癒
し
と
ぬ
く
も
り
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
様
な
気
が

し
ま
し
た
。 

新
作
語
も
時
が
経
つ
と
広
辞
苑
に
も
掲
載
さ
れ
古
い
言
葉
は
死
語
と
な
っ

て
消
え
て
い
き
ま
す
が
、
温
か
み
と
癒
し
が
備
わ
っ
た
本
来
の
日
本
の
言
葉

は
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

EPA100周年に向け 

エス語学習を！ 

毎月「みろくのよ」誌に掲載して

いる「世界と話そう！」の「今月

の表現」を覚えましょう。 

2023 年に天恩郷で開催予定の

「EPA 創立 100 周年記念行事」を

想定したエスペラントの会話例文

を紹介しています。  


